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作品－1 小泉八雲焼津避暑の家背面（博物館明治村）
北方圏学術情報センター年報 Vol.9
－117－
作品－2 焼津「避暑の家」二階室内「12畳」南壁面
作品－3 小泉八雲像と小泉八雲記念館と松江八雲旧居
作品－4 小泉八雲記念館（左側）と松江小泉八雲旧居
－118－
作品－5 松江小泉八雲旧居「書斎」西面床の間と床脇
作品－6 小泉八雲熊本旧居の正面玄関外観（北北東）
北方圏学術情報センター年報 Vol.9
－119－
この度の作品発表は，異邦人として明治の日本を見つ
め，移ろいつつあった日本文化を惜しんだ小泉八雲（こ
いずみ・やくも，1850～1904）が好んで住んだ建築物で
ある。彼はパトリック・ラフカディオ・ハーンとしてギ
リシャに誕生。まもなく父の祖国アイルランドで大叔母
に引きとられる。教育はイギリスなどヨーロッパで受け
た。やがて渡米して文筆業ほかを経験。彼は明治17年の
ニューオーリンズ時代から早くも日本に関心を持つ。来
日は明治23年4月4日，横浜港への上陸。ハーンから小
泉八雲へと帰化するのは，同29年の事であった。明治37
年9月26日，東京において病に倒れ，死す。
わたくしには，ポルト年報の6号と7号で披瀝した新
美南吉と，この八雲との共通点が感じられてならない。
切ない事に二人とも，実母の顔写真が伝わっていない。
幼少期に母親と遠く離れたり，死別したからだ。この一
点に象徴される通り，彼らは幼くして家庭的な不安定さ
に身をおく。自分を余計者と感じた。特に西洋文化圏か
ら近代化途上の国へ渡ってきた八雲は，居場所を探り続
けた生涯ではなかったろうか。半面，両人はその生い立
ちが影響してか，作文教育を重視する教師たちでもあっ
た。日々，足元を見つめながら人の暮らしを問うた。
もっとも家庭的な居心地の悪さは，夏目漱石も味わっ
ていた。そして漱石の弟子（芥川龍之介）の弟子（堀辰
雄）の弟子である立原道造は，父親を幼い日になくし母
親の手で育てられる。だが複雑な家庭の事情は，芥川に
も堀にも少なからずあった。そのような背景があってこ
そ文学が生まれるものなのかもしれない。人は悲しい。
漱石は留学後，近代人の心を掘り下げる文学を創始。
熊本，東京と，八雲のポストを追いかけるごとく教職に
就く。一方，旧来の短歌表現を現代語に至る形へと改め
てみせた石川啄木は，漱石とも交流。その啄木に憧れ，
ふるさと渋民を死の前年に訪ねたのが立原道造だった。
道造が命を縮めながら旅した岩手での，啄木の後輩が宮
澤賢治である。彼は啄木歌集に触発されることで，創作
活動をスタート。したがって賢治文学の源流あるいは恩
人が啄木といえよう。童話の世界で宮澤賢治に次ぐ作家
が新美南吉である。なお南吉は漱石門下の鈴木三重吉の
秘蔵っ子なので，漱石の孫弟子にあたる。上記全員の系
譜は日本発見，日本文学今日化への道であった。漢文や
和歌もしくはヨーロッパ文化を学び，紡ぎ出された作品
は俳句，短歌，詩から小説，童話そして怪談まで及ぶ。
作品－1と2は明治村で保存公開されている小泉八雲
焼津避暑の家である。近年，背面側に屋外の倉庫を隠す
目的で板塀が新設された。今となっては見ることができ
ぬ旧状を，あえて披露しよう。八雲にとって再三の焼津
逗留は，この家の山口乙吉の人柄が幸いした。人との交
際に気難しかったと伝わる八雲には珍しい好事である。
なお作品－1の右端には，啄木の本郷喜之床が見える。
作品－3から5は，松江小泉八雲旧居である。島根県
松江市は所有者から小泉八雲旧居の西側半分を借り受け
ながら「八雲旧居・ヘルン旧居」として公開している。
文化都市・松江の志の高さを示す一端に違いない。この
旧居前には堀が巡り，国宝松江城がそびえたつ。
作品－6と7は熊本旧居である。平成26年10月4日朝
の撮影。熊本地震被災前の姿である。1年6箇月と10日
後に震度7の予震，さらに2日のちの平成28年4月16日
には再び震度7の本震という激震が，2度も同じ都市を襲
う。その大地震で神棚が吹き飛び，庭に面したガラス戸
し の ご
を壊したという。作品－7撮影時，4×5カメラ背後の
鴨居上部にあったその神棚は，八雲が自ら望んで取り付
けさせた。熊本旧居は今なお一般公開されていない。
作品－7 小泉八雲熊本旧居「奥座敷」南西
版画－1 ハーン時代の小泉八雲（制作：水野）
八雲の眼：明治中後期の日本発見
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